
１．はじめに

北海道忠類晩成の更新統ホロカヤントウ層から１９６９年ナ

ウマンゾウ化石が発見され，１９６９年～１９７０年に発掘調査が

行われた（亀井，１９７０；北海道開拓記念館，１９７１など）．こ

れまでの研究から，ナウマンゾウ化石包含層の年代は約３０

万年前と約１０万年前の２つの見解が示されている（十勝団

体研究会，１９７０；松井ほか，１９７８；赤松・奥村，１９９６）．そ

のため，ナウマンゾウ化石を再検討する研究が行われ（高橋

ほか，２００８），今回その年代を検証するため，新たに産出地

点の隣地で掘削が行われた．植物化石からは年代の特定は困

難であるが，当時の陸上環境としての植生やその変化から年

代を検討する要素を提示することは可能である．

日本のナウマンゾウ化石は酸素同位体ステージ（MIS）の

２～１０層準から産出しており，多くは温暖期を示すステージ

から産出している（近藤，２００３）．ナウマンゾウが生息した

環境は，化石包含層から得られた植物化石から推定されてお

り（那須，１９９１；百原ほか，２００６など），忠類晩成では，ア

カエゾマツ Picea glehnii，トドマツ Abiessachalinensisの針

葉樹とオニグルミ Juglans sieboldiana，エゴノキ Styrax

japonicaなどの広葉樹の混交林が広がり（矢野，１９７２，

１９７８），現在の忠類晩成付近よりも温暖な気候であった推定

されている（那須，１９９１）．

今回調査地となった忠類晩成は，日本でナウマンゾウが生

息していた分布の北限に近い場所に位置すると考えられる．

ナウマンゾウが生息していた北限環境を明らかにするため，

ナウマンゾウ化石包含層から花粉化石および大型植物化石を

同一層準で採取し，当時の堆積域の古植生を復元し，古環境

の検討を行った．

２．調査地および試料と方法

ナウマンゾウ化石は，北海道帯広市南方約５０kmの忠類

晩成に分布するホロカヤントウ層から産出した．産出地点

は，北緯４２°３２’０６”東経１４３°２６’２７”，当縁川支流が流れる丘

陵地（標高３５m）の先端部に位置し，西方約３０kmで日高

山脈，東方約４kmで太平洋に接する．

今回の調査地点はナウマンゾウ化石の産出地点から約１１

m北側に隣接した露頭で，ナウマンゾウ化石の包含層は，

砂礫層を主体としシルトおよび泥を挟む地層からなる．ナウ

マンゾウ発掘調査では，化石の包含層は泥炭層と記述されて

いるが，今回の露頭からはいわゆる泥炭は確認できず，泥炭

質シルトおよび泥層中に大型植物化石が含まれている．

今回は，このナウマンゾウ化石包含層およびそれより上位

の地層に含まれる大型植物化石群集の組成や層準別による変

化を明らかにするため，洗い出し法による定量分析を行っ

た．試料は，ナウマンゾウ化石の産出層準を含む５層準

（CPM―１～CPM―５）から，植物化石を含む塊状の泥炭質シ

ルト層をブロック状に採取した（第９―１図）．試料のうち，

CPM―２は矢野（１９７２）の第三泥炭層に，CPM―３は第一泥

９．北海道忠類晩成のナウマンゾウ化石産地から産出した大型植物化石
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第９―１図 柱状図・サンプリング層準．
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